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＜目的＞

たばこ煙は、多くの有害化学物質が含まれていることが報告されており、その生体への影響が議論されている。そのため国内たばこの外箱には、ニコチン、タール量が表示されている。この数値は、国際喫煙モードの条件下で機械喫煙装置によって捕集し、規格化された測定法で得られた結果である。しかし、この喫煙モードは、人間の喫煙に沿っていないとの指摘を受けており、カナダ保健省(Health Canada)から別の喫煙モードも提案されている。
近年、低ニコチンたばこが販売されているが、このたばこは機械喫煙装置でのニコチン量などを低減させるためにフィルター部分に多くの通気孔が設けられている。このように設計された低ニコチンたばこの喫煙者はたばこからの満足感を得るために国際喫煙モード以上の吸い込み量、パフ数になると考えられる。実際に本研究において国際喫煙モードとカナダ保健省の喫煙モードをそれぞれ実施し、タール、ニコチン量の比較を行なった。また日本の喫煙者の喫煙状態をクレスマイクロ装置で、喫煙量やパフ回数などの測定を行い日本人喫煙モードの評価を行なった。同時に体内に吸い込んだニコチン、タール、ガス状物質の影響を評価するために、唾液中コチニン、呼気中一酸化炭素の測定も行なった。また、ヒトは酸化ストレス状態になることで、がん、動脈硬化、糖尿病などの生活習慣病になるリスクが高まると報告されている。これらに対する酸化ストレスマーカーの1つとしてDNA損傷型の8-Hydroxy-2’-deoxyguanosine (8-OHdG) は細胞内において活性酸素種とdeoxyguanosine (dG) の反応 から生成される。尿中へ排泄された8-OHdGの定量が、生体内酸化ストレス状態の評価を可能とする。今回喫煙の影響で活性酸素種が多く生成されて、酸化ストレスマーカーが増加すると仮定し、喫煙者の尿中8-OHdG測定を行なった。
＜方法＞

尿サンプルは、最近3ヶ月以上にわたって2006年度の国産たばこ売り上げ10位までの銘柄を吸っている喫煙者98名から得た。国産たばこ10銘柄について機械喫煙装置により主流煙を捕集し、ニコチン、タール量の測定をおこなった。唾液中コチニンはELISAキットにより測定を行なった。尿中8-OHdGは、固相抽出後に高速液体クロマトグラフィー(電気化学検出)により測定を行なった。
＜結果および考察＞

　機械喫煙装置の測定結果より、ニコチンあたりのタール曝露量は、低ニコチンたばこで2種類の喫煙モードに差が確認された。また、唾液中コチニン、呼気中一酸化炭素、尿中8-OHdGの測定結果についても合わせて報告する。
